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P − 155　　成 熟精 子 回 収 法 と して の 不連 続多層

Nycodenz 法 の 有 用 性
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IgG及びFab抗体を用 い て 分析 した患者血 中精子不

動化抗体の 受精阻害作用に つ い て
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【 目 的 】不 連 続多層 Nycodenz 法 （以 下 N 法 と略す ）

を 用 い て 回 収 し た 精子 に っ い て ， そ の 核 の 成 熟性

を ，Acridine −Orange 染色法 （以 下 AO と略す ）で

解析 した QAO は 発色する螢光の 違 い か ら ，
　 DNA を

調 べ る方法 で あ る が ， 精 子 核 で は ク ・ マ チ ソ の 性

状 に よ り染 色性 が 左 右さ れ る 。 す なわ ち ， 酸処 理

を行 うと，成 熟精子核 は DNA の denaturation を 受

け に く い た めGreen に ， 未熟精子 核は denaturation

を 受 け Red に 発 色す る 。 【方法 】15例 の 精液を対

象と した 。 33％と66 ％の 不 連 続 多層 N 法 に よ り，回

収 した 精子を ， カ ル ノ イ 液 （methanoS ：acetic

acid ， 3 ： 1 ）を用 い て ， 酸処理 した 後，　AO を施 しffO

AO は pH 　2．5に 調製 した phosphate 　 citrate 　 buffer

に て ， 0．02％の 最終濃度で 用 い た 。 【成績】不連 続

多層 N 法 に よ る ， 精子 回収成 績 は ， 以 下 の 通 りで

ある 。 N33 ％層 の 精子 率 ，11．2±5．1％（mean ±

SD ），回収精子運動率，3ユ，2± 13．4％ ，
　 N 　66 ％層 ，

51，6± 14．2％ ， 63，0± 12．9 ％。 AO に よ り Green

pattern を呈 した 精 子 核 の 割合 は 、 以 下 の 通 り で

ある。 精液 61．2士 15．9％．N33 ％層 ，57．5 ± 23．5

％，N66 ％層 ， 81．8± 20，1％。 　【結論 】不連続 多

層 N 法 を行 うこ と に よ り ， 運動 性良 好 の 精子 を効

率よ く回収す る こ とが で きた 。 さ らに ， N66 ％層

の 精子 は ， AO の IGreen 　pattern を 呈 す る 割合 も

高 くな つ て い た 。 不 連続 多層 N 法 は ，運 動 性 良好

な精子 ばか りで はな く，成 熟 した 精子核 を 有す る

精子 を 回 収す る の に も ， 優れ た 方法 で ある こ と が

確 認 さ れ た
。

［目的 ］我 々 は Hemizona　assay （HZA）を用い ，大部

分の 精子 不動化 （SI）抗体保有不妊患者血中に は精

子
一透明帯結合阻害因子 （以下受精阻害因子 と呼ぶ

）が存在 し，SI抗休非保有婦 人血 中で は こ れ が検

出 され なか っ たこ とを第43回本学会で報告 した 。

今回は ， こ の 受精阻害因子が SI抗体自身に よる も

の か否か を検討するため に以下の 実験を行 っ た 。

［方法］（DSI抗体 及び受精阻害因子を含む患者（E．

1．）リ ン パ 球 由来の 精子不動化 ヒ ト型モ ノ ク ロ
ー

ナ ル lgM抗休 （H6−3〔4 ）と，こ の IgMを遺伝子組換 え

操作に よっ て class 　switch した IgG、抗体 くEn46）及

び その Fab（L4Hl4）を用い て ，　 HZAによ り各 抗体の

受精阻害作用 を検討 した 。

（2）SI作用 を示す 8種の マ ウ ス 抗 ヒ ト精子 モ ノク ロ

ー
ナ ル 抗体（2〔E，IG12，2E5，2B6，IAII，2H12，YTE｛1，

Ym3 ）につ い て も，その 受精阻審活性 をHZAに て 検

討 した 。

［成績］（1）患者 くE．1．）血清中の SI抗体及 び受精阻

害因子は洗浄精子で完全 に吸収除去され た 。

（2）ヒ ト型 モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体は lgM，19G、 ，
Fab 分

画の い ずれ も受精阻害作用を示 さなか っ た 。

（3）8種の マ ウス モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体の うち2種の

抗体 （2（b ，1G12）が受精阻害作用 を示 した 。

［結論 ］SI抗体保 有不妊患者血 中に検出され る受精

阻害因子は必ず しもSI抗体 自身による もの で はな

い 。SI抗体 と受精阻 害抗体の 2種の 抗休が 含まれ

て い る可 能性が ある 。ま た マ ウ ス モ ノ ク ロ
ーナ ル

抗体による実験結果 は ，SI抗体の 中には 同時に受

精阻害作用を示 す抗体の 存在す る こ とも示 して い

る 。
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